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　人間の行動の個人内の情報処理の結果という認知科
学的な観点にもとつく立場にたつならば，行動がなさ
れるために個人内で行われる情報処理に用いられる主
たるデータは，1）個人外の環境についてのデータ
と，2）個人内に保持されている（すなわち，記憶さ
れており，かつ，利用可能な状態にある）データに分
けることができるであろう。本研究の目的は，個人の
行動を決定する個人内に保持されているデータの構造
を解明することである。
　社会心理学の分野においては，その主要な研究テー
マの一つとして，「態度」概念が古くから提唱されて
いる。「態度」とは，人間行動の準備状態を表現する
概念であると理解されている。この態度概念は，上の
ような認知科学的な観点にたてぽ，具体的な個々の対
象（たとえば，原子力発電所，自由民主党など）に対
する行動についての個人の意思決定の材料となるとこ
ろの個人内に保持されている「価値」あるいは「評価」
についての認知の体系としてとらえることが可能であ
る。
　この立場にたつならば，態度構造を明らかにするこ
とによって，社会調査などの結果の解釈の精度を高め
ることが可能となると考えられる。すなわち，社会調
査においては，いわゆる意識調査を行うことによって
投票行動や購買行動などの個人の行動の予測を試みて
いるが，必ずしも十分な行動の予測が得られていると
はいい難い。これは，意識調査によって得られる意見
表示と実際の行動に乖離があるためであり，態度構造
を明らかにすることによってその乖離の程度を測定す
ることが可能となると考えられるからである。
　今年度は，態度構造に影響をおよぼすと考えられる
「感情（情動）」の効果に着目し，その効果の存在を検
証することを目的とした社会心理学実験を行った。す
なわち，第1実験では，95名の大学生に対して，肯定
的な感情（うれしい，楽しいetc．）または否定的な感
情（悲しい，腹立たしいetc．）のいつれかを生起させ
るビデオを見てもらい，その上で面識のない人物に対
する態度形成を求め態度構造の差異を測定した。第2
実験では，128名の大学生に対して，自己評価
（［self－esteem］自己肯定感／自己否定感）の操作を行
い，第1実験と同様の測定を行った。両実験の結果は
仮説を支持する方向のものであった。来年度は，今年
度の結果をふまえて，社会調査によって態度構造を測
定する試みを，特に感情（情動）との関連を明らかに
することを主要な目的として行う予定である。
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